
中村保・訪欧報告（イタリア編 ２０１０．４．１９～５．５）

今回のヨーロッパ旅行の目的はイタリアでの「ヒマラヤの東

ーチベットのアルプス」の講演でした。そのきっかけをつく

ってくれたのが、湖水地方・コモ湖の東南端のLeccoにベース

を置くイタリア最大手の登山アウトドアー用品販売会社

「Sport Specialist」でした。北イタリアで８箇所の巨大なア

ウトレット・モールを展開し、ヨーロッパで唯一、山岳関係

の講演者を招待して毎月イベントを開催しています。社長の

Sergio Longaniさんは登山家であり、地方の名士でもあり

ます。その会社のコンサルタントでLeccoで出版されて

いる山岳誌”Stile Alpino”の編集に携わっているFabio

Palma さんが小生の招聘を進めてくれました。
講演の案内

４月２２日・午後

「Sport Specialist」の本社で３０名ほどの気鋭のクライマーに

「２００９年秋の東チベット踏査行」の講演をしました。その夜は９年秋 東チ ット踏査行」 講演をしました。そ 夜は

巨大なアウトレット・モールで400人を超える聴衆を前に３ヵ所

のスクリーンを使って「チベットのアルプス」のスライドショウを

しました。 これほど多くの人に熱心に見てもらったのは初めしました。 これほど多くの人に熱心に見てもらったのは初め

ての経験です。感動しました。日本では想像もつかないことです。 講演風景
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４月２３日・夜

トリノの山岳博物館で８０名ほどの出席者
に講演をしました。
博物館はポー河を見下ろし トリノの街の博物館はポー河を見下ろし、トリノの街の
彼方にアルプスを望める絶好のロケーショ
ンにあります。１５０年ほど前に修道院だった
建物を利用し アルプスの展望台を兼ねて建物を利用し、アルプスの展望台を兼ねて
博物館が造られたと館長さんが説明してく
れました。
ちなみにCAIの現在の会員数は約30万人、ちなみにCAIの現在の会員数は約30万人、
英国Alpine Clubの系譜から外れて、クラブ
というよりはドイツ山岳会（会員70万人）
のように協会的な運営をしています。伝統のように協会的な運営をしています。伝統
に固執し時代の流れに対応できない集団
であるとの批判の声も聞かれますが、トレン
トのフィルム・フェスティバルを支援するなど
活発に活動しています。日本のようにJAC
の他に複数の協会・連盟が並立してはい
ないようです。
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イタリア山岳博物館

山岳博物館図書館
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5月3日
ベローナからローカル線を乗り継いでベルガモ北東のイタリア・アルプスを望む避暑
地（ミラノの金持ちの別荘が多い）に行き、そこで講演をしました。
ソンガバッソという600人ほどの小さな村の大きなレストランが会場で100名ほど集まっ
てくれました スライドショウの後フルコースのディナーで夜の12時近くまで賑わいましてくれました。スライドショウの後フルコースのディナーで夜の12時近くまで賑わいまし
た。

フェステイバルの案内と新聞の紹介記事

トレントフィルムフェステイバル

フェスティバルは4月29日から5月9日まで開催され
ました 今年で58回を迎えた世界で 番歴史のあるました。今年で58回を迎えた世界で一番歴史のある
山岳関係のフィルム・フェスティバルです。25年前か
らMontelibriブックフェアーも始めました。 ドロミテ
の玄関ボルツァーノとトレント市の市議会とイタリアの玄関ボルツァ ノとトレント市の市議会とイタリア
山岳会（CAI)がパートナーとして企画・資金集めを
担ってきました。
今年は若手のイベント関係者と登山家のチームが
協力しプロジ クトの設計 遂行にあた てきました協力しプロジェクトの設計・遂行にあたってきました。
350以上の新しいフィルム・映像が世界から提供さ
れ、ブックフェアーには2008－2009年の新刊本と
ジャーナルが紹介されていました。
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ジャ ナルが紹介されていました。



JAC英文ジャーナル

ブックフェスティバル展覧書棚

J C英文ジャ ナル

山岳

大川健三 蜀山女神

山岳
トレントの街はフェスティバル一色で、街角にはいたるところで案内板が
目にとまりました。イベントの会場は催事別に数箇所に分かれていました。
映像では「ヨセミテ・ハーフドームの記録的な登攀」など、講演では小生の
「ヒ ラヤの東 チベ トのアルプス」の他に ポ ラ ドのK f「ヒマラヤの東ーチベットのアルプス」の他に、ポーランドのKrzysztof
Wielickの登山体験、鼎談ではKurt Diemberger, Krzysztof Wielick, 
Con Nives Meroi, Ang Tshering Sherpaの4人が「ヒマラヤの魅力を語
る」が注目を集めていました。る」が注目を集めていました。

ブックフェアーには日本からは小生が送付したJAC英文ジャーナル“Japanese Alpine New2009”, JAC
『山岳2008, 2009』と中国四川省在住の大川健三さんの美しい写真集『蜀山女神（四姑娘山山塊）』の三
種類だけが展示されていました 山と渓谷社と「岳人」に出展を促しましたが 無関心でなんのアクシ ンも種類だけが展示されていました。山と渓谷社と「岳人」に出展を促しましたが、無関心でなんのアクションも
取らなかったようです。こんなところにも日本がいかに世界の登山界から孤立しているかが窺えます。残念
なことです。 5



5月5日
静かなよい雰囲気のなか80名ほどが私の講演に熱心に耳
を傾けてくれました。 Kurt Diembergerさん夫妻、を傾けてくれました。 Kurt Diembergerさん夫妻、
Ang Tshering（元ネパール登山協会会長） さんも見にきて
くれました。ここにもJAC英文ジャーナルと『山岳』が展示さ
れていて日本山岳会にたいする気配りを感じました。
英語 イタリア語の通訳にはL からF bi さんが来てくれ英語ーイタリア語の通訳にはLeccoからFabioさんが来てくれ
ました。彼はプロの通訳ではありませんが聴衆の気持ちを
掴んだいい通訳をしてくれました。

イタリアでの講演をつつがなく終えて振
り返ってみると、イタリアには登山文化が
風化せずしっかり根付いていることに強
い印象を受けました

Kurt Diemberger

い印象を受けました。

パリにも行きました。「チベットのアルプス」の次のテーマである雲
南・東南チベットへのフレンチ・ローマン・カトリックの宣教の足跡、苦南 東南チベットへのフレンチ ロ マン カトリックの宣教の足跡、苦
闘の歴史の研究に関連し、パリ外国宣教会を訪れました。

LeccoのFabioさんが小生に目をつけたのはJAC英文誌 “Japanese
Al i N ”や海外のジ ナル の寄稿および拙書“Di AlAlpine News”や海外のジャーナルへの寄稿および拙書“Die Alpen
Tibets”です。 英文で海外に発信を始めてから１２年、ようやく欧米に
「ヒマラヤの東ーチベットのアルプス」が定着しました。 ６５歳で企業戦

パリ外国宣教会 士を卒業して１０年という月日は新しいライフワークを一つ形にまとめ上
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リ外国宣教会 士を卒業して１０年という月日は新しいライフワ クを つ形にまとめ上
げるには適当な時間だと思います。

了


